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1．はじめに 
太陽の形がさまざまに歪んでみえる現象を太

陽の変形，変形太陽，四角い太陽，mock mirage 
of sunなどと呼ぶ例が見られる．前回の発表 1)で

は，国内での発生事例について公開情報等 176
件を収集し，1 年を通してすべての月に撮影事
例があることを明らかにした．また，上空の逆

転層の有無を検証するため再解析データを用い，

北海道斜里町での観察事例における高層温度分

布を図示した．  

2．観察事例ごとの高層温度分布 

2.1 別海町からの通年観察事例 

別海町尾岱沼温泉シーサイドホテルブログ 2)

では 2007年より変形太陽を撮影し公開している．
この中から A)高さのある四角い太陽 B)高さのな
い四角い太陽 C)四角くはないが変形している太
陽 について，それぞれ 5件ずつ，日の出方向の
高層温度分布を再解析データ(ERA5)により図示
した．15事例中 14事例に何らかの逆転層が見ら
れ，うち 6 例が陸地からの冷気移流の可能性を
示していた．それ以外の 8 例では 975～770hPa
に逆転層が見られた．特徴的な例を右に示す

（図 1，2）． 

2.2 九十九里からの通年観察事例 

千葉県立中央博物館の SNS 等 3)で紹介された

9 事例の変形太陽について同様に図示を行った
ところ，4 事例について逆転層が見られたが，
ほかの 5 例については明瞭な逆転層が見られな
かった（発表資料で提示予定，以下同）． 

2.3 尾岱沼における同時観察事例 

2017年 2月 28日，北海道野付半島の第二しべ
つ展望パーキングと，野付埼灯台の 2 か所にお
いて日の出を撮影した(ML-925,947)．前者の地
点では，小さなグリーンフラッシュも伴い，四

角い太陽（糸巻き型）・釣鐘太陽など様々な変化

を見せた．一方後者の地点では，太陽の上部が

扁平に変形するのみであった．高層温度分布を

みると，825hPa 付近に高温の中心を持つ逆転層

が存在していた．2地点の距離は約 12kmで，再
解析データのグリッドより小さいため 2 地点の
解析における大きな違いは見られなかった． 

2.4 伊勢湾周辺における同時観察事例 

2026年 2月 14日，愛知県蒲郡市西浦，四日市
市楠漁港，三重県松阪港の 3 か所から同時に日
の出を撮影したところ，蒲郡と松阪では角張っ

た台形太陽や四角い太陽となったが，四日市か

らはほとんど変形が見られなかった (ML-3904
他)．3 地点はそれぞれ 30～60km 離れている．
高層の温度変化を見ると，いずれの箇所でも

925hPa 付近に高温の中心を持つ逆転層が見られ，
観察者から逆転層までの距離に違いがあった． 
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図 1 別海町 陸地からの冷気移流疑い例 

図 2 別海町 775hPa付近に逆転層がある例 


